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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人電気設備

学会(IEIEJ)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS T 1022:1996 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS T 1022 には，次に示す附属書がある。 

附属書（参考）建築構造体の接地抵抗の計算 
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日本工業規格          JIS 
 T 1022：2006 
 

病院電気設備の安全基準 
Safety requirements of electrical installations for medically used rooms  

in hospitals and clinics 
 

1. 適用範囲 この規格は，医用電気機器などの使用上の安全確保のため，病院，診療所などに設ける電

気設備のうち，医用接地方式，非接地配線方式，非常電源及び医用室の電源回路に対する安全基準につい

て規定する。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 2808 医用接地センタボディー及び医用接地端子 

JIS C 3307 600 V ビニル絶縁電線（IV） 

JIS C 3612 600 V 耐燃性ポリエチレン絶縁電線 

JIS C 4402 浮動充電用サイリスタ整流装置 

JIS C 8371 漏電遮断器 

JIS C 8704-1 据置鉛蓄電池－一般的要求事項及び試験方法－第 1 部：ベント形 

JIS C 8704-2 据置鉛蓄電池－一般的要求事項及び試験方法－第 2 部：制御弁式 

JIS C 8705 円筒密閉形ニッケル・カドミウム蓄電池 

JIS T 0601-1 医用電気機器－第 1 部：安全に関する一般的要求事項 

JIS T 1021 医用差込接続器 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，次による。 

a) 医用室 診察，検査，治療，監視などの医療を行うための室。 

b) 医用接地方式 保護接地又は等電位接地を施すための接地設備で，医用のため特に接地の信頼性を向

上させた方式。 

c) 非接地配線方式 絶縁変圧器の二次側の中性点又は電路の一端を接地しない配線方式。 

d) 医用接地 医用接地方式に基づく接地。 

e) 保護接地 電撃防止のために露出導電性部分に施す接地。 

f) 等電位接地 露出導電性部分及び系統外導電性部分を等電位とするために，一点へ電気的に接続し，

これに施す接地。 

g) 露出導電性部分 充電部ではないが，故障時に充電するおそれがあり，人が容易に触れることができ

る電気機械器具の導電性部分。 

h) 系統外導電性部分 電気設備の部分を構成しない導電性部分で，大地の電位などを伝えるおそれがあ

る部分。 


